
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    いきがい大学伊奈学園専科一期 

 ＨＰの踏み跡 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡村昭則 
 

 

 

 



 

専科 1期生の懐かしのＨＰ 

令和２年３月末日で「いきがい大学伊奈学園」は閉校しました。それに伴い R4.3.31 を以って伊奈ネッ

トクラブも解散です。サーバ廃止の前に在学中から今日までのＨＰ表紙の流れを編集してみました。Ｈ

Ｐ管理人としてのこだわりですが見ていただければ幸いです。特に在学中の各コースの施設巡りはすべ

て掲載しています。編集する中で感じたことは伊奈ネットクラブ゛の鈴木 進さんには最初の２年間は

手を取り足を取りお世話いただいたことです。心より感謝申し上げます。伊奈学園の閉校に関係なくＨ

Ｐを通して専科 1 期生は校友会を解散すること続いていることは誇りです。 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



●専科一期自ＨＰ（２１年度）は、伊奈いきがいネットクラブ会長の鈴木進さんに立ち上

げていただき、自治会活動１年間の活動記録等の掲載もお世話になり、感謝あるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●彩の国・浮きウキフェスタ(H21.11.08)               

「浮島づくり」に参加しました。１１月８日に行われた「彩の国・浮きウキフェスタ」は、

川の再生をテーマに権現堂公園で催されました。伊奈学園いきがい大学の有志は「浮島づ

くり」に参加しました。14期生・本田さん（さって市民境ネット代表）のお誘いで実現し

たものです。20期・中山さんの的確な指導により、見事な浮島が出来上がり男女２０名は

気持ちのよい汗をかかせていただきました。午前の部で８基、午後の部では６基の浮島が

完成しました。この浮島は、行幸湖（権現堂調整池）の水質を改善するとともに、水中生

物のオアシスになることでしょう。H21.11.08文・写真 HP委員 田中忠 

         

本田浮島づくりの総監督              3.5m6 本の杉と 13 本の猛宗竹の筏 

        

袋にはアシの根と木炭                筏完成まじかです 

        

大勢乗っても このとおり、頑丈です          上田知事も駆け付け水の大切さを力説 



専科 1期生在学中の懐かしのＨＰ 

R4.3.31 を以って伊奈ネットクラブも解散です。サーバ廃止の前に在学中から今日までのＨＰ表紙の流

れを編集してみました。ＨＰ管理人としてのこだわりですが見ていただければ幸いです。在学中の各コ

ースの施設巡りはすべて掲載しています。 

 

 

 

 

 



健康コース最後の登校日

はゆき 

3月 9日 10時からセミ

ナーホール 2 で専科 1

期生の終業式が行われ

ました。外は季節外れ

に雪です。ホワイト終

業式素敵！縁起が良いのだそうです。校

歌斉唱の後皆勤賞の授与。健康コース 11

名、郷土を知る 15 名、町つくり８名が

立派な賞状を所長より晴れがましく頂

きました。健康で社会や地域のために力添えを。一期はまさしく創業。二期に引き継がれ

ることも多い。この学園の縁を一過性にすることなく大切に継続してほしいと所長より餞

の言葉を頂きました。その後、自治会解散総会では役員の方々の微妙なプレッシャーの中

でのお骨折りに感謝し、校友会設立総会は既にプレッシャーを感じておられる役員の方々

に期待とお願いで終了しました。午後は大宮の東天紅で卒業懇親会がありました。健康コ

ースは、北国の春のカラオケに合わせ健康体操を披露。会場の皆さんも一緒に体操。全員

の合唱では健康コースの鎮目さんの手話ダンスで盛り上がりました。その中の 1 曲、四季

の歌は 4 月 6 日、手話ダンス練習日にやりますよ。大橋先生の手話講座のテキストで予習

しておくとその日の優等生になれますね。まだ飲みたらない人は（他人の眼には十分出来

上がってました）また飲みに、飲めない人はお茶して一杯しゃべって雪の中帰宅しました。 

健康コース最後の学習 

３月 1 日は学習最終日でした。午前中は専科合同の学習で（脳科学について）。世の中

認知症にならない為の脳トレブームの中、医学と薬学に基づいた話がきけました。固有名

詞を忘れるのは単なる物忘れで一般名が言えないの認知症と聞きまだ大丈夫かな？と安心

したり、脳は再生はしないけど適度な刺

激で新生すると知りほっとしたり、治療

薬の実用化が一日も早い事を願いまし

た。午後は各コースに分かれ健康コース

は手話の実践の 2 回目。この講座で初め

て聴覚障害の方達の苦悩を知りました。

先生は成人後障害者になられたので話

がお上手で手話と声両方で指導を受け

よく理解できました。なるほどと解かる

手話が多かったのですが実践は難しい

です。最後に一人ずつ立って手話で自己

紹介しました。健康コースでは卒業後も

月一回手話ダンスを学びます。そういう

私たちには背中を押してくれる講座でした。4 月 6 日 10 時～第一回手話ダンス練習日には

手話講座のテキスト最終ページの四季の歌の練習です。テキスト忘れずに持参して下さい。

練習の後馬車道で第一回クラス会です。沢山の参加を期待しています。文：クワ 

 

 



健康コース施設見学５ 

プラネタリュウムと鉄道博物館見学 

 

１２月１４日健康コースは自主企画で午前中は大宮駅近くのさいたま宇宙劇場でプ

ラネタリュウムを体感しました。午後はニューシャトルで移動して鉄道博物館を見学

しました。プラネタリユウムは大人向けのプログラムを上映していただきました。子

どものころ見た満天の星空を再体験した気分でした流れは１秒の半分の半分です。そ

の間に願い事を３回唱えると叶うといわれています。鉄道博物館ではボランティアの

方が無償で案内してくださりよくわかり

ました。懐かしい車両に乗ったりお召列

車の豪華さに感嘆したりの１時間でし

た。その後自由行動し３時には３４年前

の今日北海道で引退したＣ５７135 が転

車台で汽笛を響かせながら方向を転換す

るのを多くの人達と見ました。汽笛は懐

かしく聞きましたが子ども達は耳をおさ

えていました。現地解散し１３名は大宮

までウオーキング。喫茶店で思う存分お

しゃべりして楽しく帰宅しました。その

夜は晴天。２３時４５分、自宅（大利根町）のベランダから４分の１秒の天体ショウ

を見ることができました。流れ星の余韻は長く続きました。 



健康コース施設見学４ 

秩父の越生でうちわ作り 

１１月１７日健康つくりコースは越生で“渋皮うちわ作

り”を体験しました。渋皮は抗菌、防虫、防水効果が抜

群で昔は色んな物に利用されていたそうです。臭いには

悩まされましたが、それぞれ思い思いの言葉を書いて完

成させました。うちわの需要が落ちてしまった今、うち

わ作り名人の島野さんが伝統を途絶えさせないために、

二足の草鞋で奥様とともに二人三脚で頑張っておられま

す。伝統を守る事の難しさを感じつつ帰路につきました。 
もちろんその後は大宮で懇親会おおいに盛り上がりま

した。 

健康コース施設見学２ 

埼玉県立近代美術館 

「近代の絵画と彫刻」展を学芸員の案内で鑑賞した。 

日  時：平成２１年７月７日（火）１４時００ 

場  所：さいたま市浦和区常盤９－３０－１（北浦和駅西口から５分） 

参 加 数 ：３６名（伊奈学園山司先生引率 ） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



健康コース施設見学１ 

「樹木のせん定方法」 

講師：花と緑の振興センター 

石井 芳夫先生 

日 時：平成２１年６月２３日(火) 

会 場：埼玉県花と緑の振興センター<川口市安行１０１５> 

講習内容 (室内) 

・樹木のライフサイクル 

  ・挿し木の方法 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



郷土を知るコース   施設見学―Ⅵ  平成２１年 12 月 15 日（火） 

 『花と緑の振興センター』  川口市安行１０１５  緑を大切に 

12 月の寒い日でしたが、38 名が参加し 10 時からの関根所長の挨拶に続き石井先生の講義を熱心に受講

しました。 

同センターは昭和 28 年に植物見本園としてスタートし、何度かの名称とその役割変更を経て、現在で

は約 2.3ha の園内に 2,000 種・5,000 本の樹木を持つセンターとなっています。その役割は①植物の展

示 ②花植木の利用拡大  ③花植木生産の振興 の 3 本柱で園芸講座、ボランティア育成、緑化リー

ダーの育成、造園研修、輸出盆栽検査など幅広い事業内容となっています。 

講義内容は 

１．チャドクガの一生と手軽な防除方法 

２．常緑樹の成長過程と剪定、手入れ方法 

３．剪定道具の正しい使い方 

４．落葉樹の成長過程と手入れ方法 

５．安行四季彩マットの活用法 

６．松の手入れ方法 

７．質疑応答 

昼食タイムをはさんで、実技を交えた多義にわたる内容となりました。特に質疑応答では個々の具体的

な悩み事に対し、的確なアドバイスをいただきました。受講者各位の春の庭はきっと見事に再生するこ

とでしょう。 

  

 



「郷土を知るコース」県内施設見学－Ⅴ－川越小江戸めぐり 

実施日：平成 21 年 11 月 17 日 

★校外学習郷土を知るコースクラス今回の施設見学は、

自主企画ということで「郷土を知るコース」の皆さん

の要望により川越市内施設見学に決定いたしました。

決定の過程では、他に深谷市の渋沢栄一関係施設、岩

槻市内の関係施設、菅谷地方の歴史関係施設そして秩

父地方の歴史関係施設等の見学の要望がありました。 

 川越地方は、古代縄文時代に武蔵野台地の一部とし

て人の生活が開始され、平安時代には武蔵野武士の発

祥の地、中世では関東管領上杉氏の統治、近世の江戸

時代においては、徳川氏の拠点である江戸を守る要所として、幕府の重職である老中職を務める有力大

名の居城というように、歴史上でも埼玉の重要な地点でありました。近代においては埼玉県最初の「市」

として発展してきた街であり、郷土を知るためには欠かせないところであるところから、この場所を選

定しました。 

★訪問施設訪問ルートは、交通の便に合わせ、喜多院、川越市立博物館、蔵の街、蔵造り資料館そして

まつり会館を見学しました。それぞれ各所でシルバーガイドや博物館員等による説明を受けました。 

 喜多院は平安時代、淳和天皇の勅により、慈覚大師円仁が創建され、その後、戦乱により消失そして

再興。寛永 15 年(1638)川越の大火により現存の山門を除き消失。そして三代将軍家光により江戸城紅

葉山の別院を移築して客殿、書院等に当てた。したがって、家光誕生の間や春日局の間等もあります。

境内にある五百羅漢には天明二年(1728)から 50 年間に建立された像が 538 体あり、人間味にあふれ、

身近に居そうで豊かな表情をした石仏達に安らぎを感じました。 

 川越市立博物館には、川越のあけぼの(原始･古代)、武士の活躍と川越(中世)、小江戸川越(近世)、そ

して近代都市川越の発展(近・現代)と川越の大きな時代の流れを知る４つのコーナーと、民俗を知る川

越の職人とまつりのコーナーがあります。小江戸川越のコーナーには近世の川越の町並みを俯瞰出来る

模型もあり、川越全体のみならずその歴史について良く理解できた。というのも、説明をしてくれた館

員の豊富な知識による筋道の通った説明に加えたユーモア、45 分ほどの説明があっという間に終わった

感じでした。 

江戸時代からの蔵造りの街並み蔵の街には、土蔵造りの店舗いわゆる蔵造りの並ぶ一番街がありますが、

今の東京では見ることのできない江戸の面影をとどめています。その中で、寛永4年(1792)に建てられ、

川越大火(1893)の際も焼け残ったという大沢家住宅を見学し、その柱や梁の太さに驚かされました。蔵

造り資料館では当時の家の裏側の実態を知ることが出来ました。 

400 年間城下町に時を知らせてきた時の鐘は、現在のものは 4 代目で、1 日 4 回時を知らせているそう

です。丁度 3 時に実際の鐘の音を聞き、その時代にタイムスリップした感じになりました。 

続いて、第八十五銀行として明治 11 年(1878)に設立されたという、現在の埼玉りそな銀行の外観を見

学しました。その後、昭和初期には 70 余件軒を連ねたという菓子屋横丁も散策し幼い頃を思い出しま

した。最後に祭り会館に入り、ビデオによる川越祭りの喧騒を体感し、後は山車の仕組みの説明を受け

ました。2 台の山車が展示してあり、間近で見上げて、その大きさには驚かされました。 

生憎の小雨と寒さの中での施設見学ではありましたが、見るものが豊富で、また、説明も詳しく丁寧で

あったことで有意義な時間が過せたと思っています。 文・岡田 時雄 



「郷土を知るコース」県内施設見学－Ⅳ－ 

  実施日：平成２１年７月２１日（火） 

★校外授業 

 「郷土を知るコース」の我々としては、「埼玉県の歴史遺産や文化

遺産」を知る上で、埼玉県内にある博物館や郷土資料館を訪れて展

示物等を見ることも大事ですが、歴史を知る上で当時の状況を文書

として残されている古文書を見ることも大切なことです。古文書 とは、歴史学上、特定の対象へ意思

を伝達するために作成された文書等のことです。簡単に言うと、誰か特定の他者に意思を伝えるために

作成された文書のことです。従って上記の定義に従えば、編纂物である歴史書の類や個人の記録である

日記、備忘録、本などの著作物は大事な史料ですが古文書とは言いません。今日伝世する古文書の多く

は権利関係の文書です。これは当時、権利関係の文書ばかりが発給されていたということではなく、そ

のような文書だけが大事に保管され、さほど重要性を持たない文書は廃棄されたためです。古文書には

原本（正文）・下書き（「草案」/「土代」）・正文をもとに写しを作成する写しは「案文」・機能を終えた

文書の裏面を利用して写本を行ったような文書を「紙背文書」等があります。 

古文書も社会環境の変化で博物館や博物館で対応しきれなくなっている状況があり、「公文書館法（昭

和６２年１２月施行）」により、国及び地方公共団体は、歴史資料として重要な公文書等の保存及び利

用に関し、適切な措置を講ずる責務を有することから文書館が設立されるようになりました。文書館の

役目は、歴史資料というのは単に歴史を再認識するためだけの「史料」ではなくて、過去から現代まで

の歴史はつながっている、その「資料」をずっと提供し続けることができることです。文書館では古文

書のほかに公文書を収集しています。今日は公文書がメインになっています。 

★訪問施設 

「埼玉県立文書館」は、埼玉に関する歴史的・文化的に価値のある古文書、行政文書、地図などの資料

を体系的に収集し、整理・保存を行い、その活用を図りながら県民共有の財産として永く後世に伝える

ことを目的とする施設で、これまでに蒐集された古文書の資料も整理して一般公開しています。重田説

明員に文書保管庫等をご案内していただき、また、実際の閲覧手続きを

取って古文書を見せてもらったりしながら、お話した中で判ったことは、

都道府県で２番目に埼玉県行政情報公開条例が昭和５８年６月に施行

され、今日の県庁にある現用の文書でも文書としての役目を終えた場合

に、古文書としての価値のある場合は収集・保存しているとのことでし

た。 

1969 年 4 月 1 日 - [埼玉県立図書館]（現・埼玉県立浦和図書館）内に

埼玉県立図書館付設文書館を設立。6 月 3 日- 閲覧業務を開始。 

1975 年 4 月 1 日 - 埼玉県立文書館条例を施行し、埼玉県立文書館として独立。 

なお、58 年４月、情報公開実施機関として総務部公文書センターが文書館新館内に設置され（現在は県

政情報センター）、情報公開制度がスタートしています。 

埼玉県立文書館―埼玉の文書・記録保存活用センター― 

●古文書、５８万点を収蔵。●行政文書、明治元年から現代までの１２万７千冊を収蔵。●地図、６万

７千点を収蔵。●図書と行政刊行物、７万７千冊所蔵。文書館の仕事⇒収集・整理・保存⇒歴史資料と

なる貴重な文書類を収集し、閲覧・活用ができるように整理をし、将来の県民に確実に伝えられるよう

適切に保存を行っています。 



「郷土を知るコース」県内施設-Ⅲ- 

実施日：平成２１年７月２１日（火） 

★校外授業 

 伊奈学園専科一期「郷土を知るコース」の我々は、自分が住

む「埼玉県の歴史遺産や文化遺産」を知りたいという思いから

入学した人がほとんどではないだろうか。これまで学園で３回

ほど専門課程の授業を受けるとともに、行田市とさいたま市の

施設を訪れて、それぞれの施設を取り巻く、今日に至るまでの

歴史を学んできました。埼玉県内にある博物館６館や郷土資料

館２９館からしても、これまで垣間見たのはほんの一部にしか

過ぎません。一年制課程で全部訪れて見学することは不可能な

ことです。 

 しかしながら、今日訪れた県立歴史と民俗の博物館には、埼玉県内全域の歴史遺産や文化遺産の数々

か展示されており、我々の住む埼玉県の生い立ちから現代までの時間的な繋がりを全般的に見せていま

す。まずは小久保学芸員より簡単に館内の説明を受けてから、自由に１２時頃まで館内を見学すること

になりました。私は特別展「いただきます」～食の文化史～と、展示されている円空仏のみを鑑賞しま

した。特に食文化史で縄文時代～弥生時代～古墳時代～藤原京時代～奈良・平安時代の食事の内容をみ

ると現代と余り代わらないのには驚きました。また、円空の力強い木彫仏は何時見ても感動します。 

★訪問施設 

 県立歴史と民俗の博物館の歴史を紐解くと、大宮公園内にある、歴史と民俗を中心にした歴史系総合

博物館の前身は 1971 年に現在地に開館した埼玉県立博物館で、2006 年に埼玉県立民俗文化センターと

統合して現名称となりました。前身である埼玉県立博物館は、埼玉県の設置 100 周年を祝う「埼玉百年」

記念事業のメインプロジェクトとして 1970 年に竣工し、翌 1971 年（昭和 46 年）11 月に開館。埼玉県

立博物館が建設される以前は、埼玉県立文化会館がこの地にありました。ここには 1955 年（昭和 30 年）

に附設郷土展示場が置かれ、1957 年（昭和 32 年）には附設郷土展示室となり将来的には一大的な郷土

館にしたいという構想がありました。数年後、県立博物館の設置構想が打ち出されると県内各地から誘

致運動が始まり、名乗りを挙げたのは、浦和・熊谷・秩父・川越・東松山・大宮の各市でしたが、交通

の利便性と文化会館の活動が評価され、協議の末、1966 年（昭和 41

年）に、建設地が大宮と決定されました。その後、近代美術を 1982

年（昭和 57 年）11 月に開館した埼玉県立近代美術館に移し、1983

年（昭和 58 年）11 月 3 日に歴史系総合博物館となりました。 

★県立歴史と民俗の博物館ならではの宝物は「埼玉の円空仏」です。 

 円空は江戸時代の遊行僧で日本各地を巡り歩き１０万体の木彫の

仏像を残しています。円空は埼玉県にも足を踏み入れ、春日部市、蓮

田市、旧大宮市と与野市などを中心に１６０体以上の仏像が確認され

ています。県東部に多いのは江戸から日光へ向かう際に、各地に立ち

寄ったものと考えられます。 

●木造十一面観音菩薩立像 

●善女龍王像          今回展示されていたのは 

●善財童子立像 三体です県立歴史と民俗の博物館  食文化の歴史  



「郷土を知るコース」県内施設見学 －Ⅱ－ 

実施日：平成２１年７月７日（火） 

★校外授業 

６月１日、さいたま市赤羽根自治会が地域コミュニ

ティの活性として取組んだ「鎮守のアジサイ園づく

り」を「氷川の森 花の友」代表 石川二郎さんに

伊奈学園でお話しいただいた。その後、アジサイの

花盛りの頃に「まちづくりコース」が現地を訪れて

見学している。七夕の今日、「郷土を知るコース」

が指扇氷川神社を訪れて、石川さんから今や「鎮守

の森」を守るのは、寂れゆく神社の氏子だけでは文

化伝統を守り切れないので、地域の人々が参加して

守ることが大事であるというお話しや、沢山の見納

めに近いアジサイを見て回りながら、ガクアジサイ・ヤマアジサイ・タマアジサイ・エゾアジサイ・ア

メリカアジサイ・ノリウツキ・カシワバアジサイなどの花の説明をお聞きした。広い木立に囲まれた鎮

守の森を一周したこともあって、二時間も瞬く間に過ぎ去ってしまう充実した施設見学でした。杉の木

が密集し荒れていた鎮守の森をこのように立派なアジサイ園に変身させ、保存・維持管理に務めている

地域のボランティアの皆さんに頭が下がる思いでした。 

★訪問施設 

 指扇氷川神社のある指扇には、旧石器時代・

縄文時代・弥生時代・古墳時代・奈良平安時代

の各時代の遺跡が数々あり、人々の営みが連綿

と続いてきたといわれています。３５０年頃創

建されたと伝えられている指扇の氷川神社は、

指扇村の鎮守で、一説に指扇郷の総鎮守である

とも言われており、境内には、第六天社・稲荷・

天神合社・天王社・石宮社の末社があったそう

です。明治４年社有地(７反４畝１４歩)を幾ら

か国に没収されましたが、その後、国有林を買

収して明治４１年には総山林面積２町２反９畝９

歩としています。 

   

指扇氷川神社境内 校外授業で指扇氷川神

社を訪問 

まちおこしのアジサイ畑 アジサイの畑おみごと 

写真・文責：岡村昭則 

 

  

 

 



「郷土を知るコース」県内施設見学 －Ⅰ－ 

実施日：平成２１年６月２３日（火） 

★校外授業 

今年度より開校された「いきがい大学伊奈学園一年制専科コース・郷土を知るコース」では、これまで

専門課程として「古代 東部地域の遺跡とさきたま古墳」・「武蔵武士のおこり」・「中世社会と板碑」等

の講義を受けてきましたが、今回初めて「行田市の歴史と文化を学ぶ」ために行田市を訪れました。 

★訪問施設 

行田市郷土博物館と県立さきたま史跡の博物館(資料虫干しのため見学が出来なかったので古墳めぐり)。

行田市郷土博物館では学芸員より「忍城の歴史を中心に行田市の古代から現代までの歴史」等の説明を

受けました。県立さきたま史跡の博物館では学芸員から「さきたま古墳や遺跡発掘の現状」等の説明を

受け、学芸員の案内で愛宕山古墳・丸墓山古墳・ 稲荷山古墳をめぐりました。 

★参加人員 郷土を知るコース ３６名  

   

明治維新に取り壊された忍城の城郭の面影を     1748 年頃、成田氏が築城した忍城の鳥瞰図 

     1991 年（平成３年３月）に再建 

 

 

 

 



彩の国いきがい大学伊奈学園 専科コース社会見学会（県外研修） 

平成２１年９月２９日（火） 

伊奈学園専科コースに入学して一年間の学習計画表をいただき、目を通して一番楽しみにしていたのは、

誰しも県外社会見学会（遠足）ではなかったのではないでしょうか。今回は健康つくりコースの皆さん

が担当し企画されました。 

水澤寺午前中は飛鳥時代上野国の国司高光の開基により創建されたと伝えられている、坂東三十三箇所

第１６番札所でもある天台宗の古刹★「水澤寺」を訪れて、元禄時代に建立され重要文化財に指定され

ている六角二重塔等を見学しました。 

  

 

★六角堂                          ★本堂  

初紅葉千手観音像拝す （梅田 博） 

山寺に来てトマト買うわたしかな（岡村昭則） 

午後からは、今日のメインである★旧富岡製糸場を訪れました。「郷土を知るコース」では、９／８に

明治の偉人「書状に読む 渋沢栄一」の講義を受け、その時に埼玉県出身の渋沢栄一が旧富岡製糸場の

建設計画に関わり、尾高惇忠や韮塚直次郎が工場建設や運営に関わったことを知りました。今回は旧富

岡製糸場の歴史を振り返ってみます。 

旧富岡製糸場の歴史を振り返る 

★開国直後の日本にとって、利益が期待された輸出品は茶と絹（生糸）でした。前近代的な小規模な器

具によるところが大きく、生産量が少ないフランスやイタリアよりも製品の質の面で大きく劣ると評価

されていました。粗製濫造した粗悪品の海外輸出によって、国際市場ですっかり信用をなくしてしまっ

た日本の生糸を根本的に改良して、イメージアップを図るためと、廃藩置県によって地位を失った旧士

族の授産対策のため、政府は模範的な洋式製糸工場を国内に建設することにしました。具体的計画案を

練っていた伊藤博文、渋沢栄一は、フランス人のポール・ブリュナを雇い入れ、計画書の作成、適地の

探索、建設から製糸の指導までの全てを委託しました。候補地を調査したブリュナは、明治３年 10 月

富岡に洋式の模範製糸工場を建設することにしました。明治５年巨額の費用をかけて建設された工場は、

繭置所”(大倉庫)とそれをつなぐ繰糸棟から構成されています。 



 

 

 

 

 

 

 

★東繭倉庫                    ★繰糸場 

 

専科１期郷土をしる科一同の記念写真   

製糸工場前にサルビア燃えにけり（梅田 博） 

織姫の明治の秋を偲びけり   （岡村昭則） 

★初代場長尾高惇忠（ 渋沢栄一の義兄）は、1872 年 3 月、工女をまず群馬・埼玉・入間（いまは埼玉）・

栃木・長野の五県で募集したが、応じる者が少ないので、郷里の入間から 13 歳の長女などを入場させ

るほどでした。募集範囲をしだいに全国に広げ、払下げのあった 1893 年までに開拓使本庁・函館支庁

のほか三府 37 県から工女が入ってきました。工女は、伝習した技術を各地に広めました。1881 年の官

営工場の払下げが始まり、この官営富岡製糸場は明治 26 年払い下げになり、三井－原を経て、昭和 14

年片倉工業株式会社に移り、昭和 62 年に現役工場としての役目を終え、115 年の歴史に幕を閉じまし

た。現在は、富岡市が平成 17 年 10 月 9 日から管理しています。約 1 万 5 千坪の敷地内に開設当時の東・

西繭倉庫、繰糸場、事務所、外人宿舎など煉瓦建造物がそのままの形で残っており、平成 18 年 7 月 5

日には明治 8 年（1875 年）以前の建造物が国の重要文化財に指定されました。平成 19 年「富岡製糸場

と絹産業遺産群」として、世界遺産暫定リストに加えられました。★韮塚直次郎（深谷出身の瓦職人－

製糸場賄元締格）が製糸場建設に用いる煉瓦を現地で焼くことに決め、福島笹森に焼窯を築き、莫大な

数の煉瓦を製造しました。写真・文責：岡村昭則 



 

 

 



 

郷土の会だより (sakura.ne.jp)  http://haikubaka59.sakura.ne.jp/sinbunn/kyoudo_111.htm 

クリックするとすべて見られます。 

http://haikubaka59.sakura.ne.jp/sinbunn/kyoudo_111.htm
http://haikubaka59.sakura.ne.jp/sinbunn/kyoudo_111.htm


 まちづくりの学習 

 平成２１年度から、伊奈学園・東松山学園に、従来の

一年生課程よりも、より実践的な学習を行う、一年生

課程を開設。 

 学習期間は一年間で、３６日学習。一般教養科目の

ほかコース別に分かれて専門科目を学習します。 

 まちづくりの専門科目は、地域活動に至るプロセスを知り、まちづくりの実

践につなげる学習を行うことです。 

 以下に、活動の事例（主に校外学習）を紹介します。 

埼玉県花と緑の振興センター 

（理論と実習） 

安行は川口市の東北部に位置する緑の豊かなと所で全国的に有名な緑花木の生産地

です。 

センターは花植木の生産振興と都市緑化推進のため設置された県の施設です。具体的に

は、生産者に対して花植木生産振興の指導を、県民には花植木の利用拡大の相談、新しい

樹種の展示等を行っています。敷地面積約２．３ｈａ、樹木は 2,000本が生育している。 

田圃で剪定の実習を行う予定であったが、降雨のため予定を変更し、室内で講師がアジサ

イ、フジ、椿等の枝を準備願い剪定の仕方の理論について指導願った。 

日 時：平成 21年 7月 21日（火） 

会 場：川口市安行１０１５ 

鎮守のアジサイ園 

（さいたま市）赤羽根自治会 

アジサイ園は約１万坪の指扇氷川神社「鎮守」の中にあり約 100品種約 10,000株が咲き誇

っていました。 

学習では、赤羽根自治会リーダー石川さんから、住宅が迫る市街地の森林が地域住民にい

かに必要であるか、鎮守のアジサイ園を作り上げるまでの苦労話などについて伺い、意見

交換を行った。 

日 時：平成 21年 6月 29日（月） 

場 所：ＪＲ川越線 指扇駅から徒歩 10分 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２２年度校友会ＨＰ（今年度も鈴木さんにはお世話になりました） 

 

 



●平成２２年度校友会ＨＰ（掲載等については自分たちで行うようになりました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２３年度専科一期校友会ＨＰ（自分たちで立ち上げたＨＰです） 

 

 



●専科校友会ＨＰ立上げ（鈴木進さん、専科１期と２期ＨＰ委員が１年近く検討して立上げました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２４年８月２３日、このＨＰをベースに専科２期の双田さんがリニュアルしました。 

 



 

 

 

 

 



●平成２４年度専科１期校友会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２５年度専科１期校友会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●第１回専科校友会ＨＰ連絡会開催（Ｈ25.5.9） 

第１回専科校友会・ＨＰ委員連絡会報告 

 

 ５月９日、専科一期から四期までの校友会会長及びＨＰ委員長等が参加（一期４名、二

期１名、３期４名、４期４名）して、専科校友会ＨＰ連絡会が開催されました。 

●ＨＰ連絡会で話し合ったことは次のとおりです。各自に配布した添付資料を見ながら 

 １、専科校友会統合サイトの立ち上げまでの経過を説明。 

 ２、伊奈いきがいネットクラブ組織と専科校友会ＨＰのつながりを説明。 

 ３、専科各期サイト編集責任者一覧表作成（岡村）について、確認のとれていない四期 

に提出を依頼した。 

 ４、専科校友会統合サイトに掲載すべきと思われる情報提供を三期、四期に呼びかけを 

した。 

 ５、新たな卒業期校友会の在校時のＨＰを校友会ＨＰ切り替えに支援が必要な場合は、 

一期から三期ＨＰ管理人から協力する旨の了解をいただいているが、四期ＨＰにつ 

いては、その心配はない。 

   アドバイスしたのは、専科校友会ＨＰを新たに立ち上げる時は、ボタンの数を少な 

      くすることを検討する必要があること。（一期から三期までコース別を廃止して「み 

んなの広場」に統合していること） 

 ６、専科合同クラブ（ハイキング、グラウントゴルフ）主催事業については、各期ＨＰ 

への掲載要請をしたところ、各期校友会会長から掲載ＯＫの了解をいただいた。 

 ７、情報交換の場として必要があれば随時開くことを確認した。 

●専科校友会連絡会で話し合ったことは、次のとおりです。 

 １、各期校友会の会員数紹介、１期＝８８名、２期５６名、３期７８名、４期１１０名 

 ２、昨年度までの合同事業（事業相乗り）や合同クラブを実施に至った経過を説明した 

後、各期の考え方を聞いたところ、校友会会費にバラつきあることがわかった。 

   １期２０００円（ダブル会員１７００円）、２期１０００円、３期１５００円、    

   ４期２０００円 

   ★一期＝これまでの専科合同事業を２年間続けたので、後輩期の事業に相乗りでき 

たらと思っているのが本音。 

   ★二期＝会費も安く、会員も少ないのでＨＰを維持することが精一杯で会費を出し 

合っての合同事業を行うだけの余力はない。経費のかからない合同事業ならば参 

加する。合同クラブ企画の参加者実費のような活動には参加する。 

   ★三期＝専科三期校友会活動が第一優先である。他期の事業に相乗りはしない。合 

同クラブ企画事業のような参加者実費形の合同活動に個人が参加するのはＯＫ。 

ＨＰへのＰＲもＯＫ。 

   ★四期＝三期前校友会会長から色々とアドバイスを受けたが、はじめてのことなの 

で当面は静観したい。参加者実費形の合同活動に個人が参加するのはＯＫ。ＨＰ 

へのＰＲもＯＫ。 

 ３、伊奈連協の加盟問題については、各期から意見が開陳された。 



   ★一期も会員の意向調査を実施し、退会が過半数を超えれば来年度は退会する予定。 

   ★二期から２５年度校友会役員のなり手がいないため、校友会解散するところまで 

追いつめられた。校友会を守るために退会した旨が報告された。 

   ★三期＝専科三期校友会活動が第一優先であることから、負担のかかる伊奈連協か 

ら退会した。新役員は全員が退会に賛成した。 

★四期＝三期前校友会会長からアドバイスを受けたが、初めてのことなので今年は、 

    伊奈連協に参加して様子を見ることにしたが、今日の総会で会長の挨拶から専科 

に対する冷たい視線を感じた。来年どうするか来年の役員に託したい。 

   ★四期から伊奈連協に加盟していることのメリットは何か質問が出る。 

    今年度は二つに限られている。 

    ①県連協主催グラウンドゴルフ大会に出場の予選会に出られること。 

    ②合同研修の小ホールのイベントを観覧できること。 

    ※社交ダンスは伊奈学園卒業生にオープンにしたことで伊奈連協に加盟に関係な 

く、親睦ダンスの集いに出られる。 

   ★専科一期校友会ＨＰ管理人が伊奈連協に公開質問状や組織改革案を提出し、ＨＰ

に掲載したことで伊奈連協関係者が目くじらを立てていることも説明したが、組

織を守る立場から二期、三期は既に退会していることもあってか、私の考え方を

共有していることもあってそれほど話題にはならなかった。 

 ４、今後の専科校友会連絡会について決まったこと。 

   これからの校友会活動について各期の考え方を開陳してもらったところ、専科合同 

クラブ事業は別にして、校友会予算を使う専科校友会合同事業（音楽会、学習会） 

の開催は難しいことがわかった。 

    また、参加者実費形の合同事業については各期ともＯＫよとも受け取れるので、 

そこで新しい形の専科校友会合同事業を創出する必要がある。 

   ★各期校友会会長等の話し合いの場の設置を提案して合意が得られた。 

   ★３ヶ月に一度話し合いの場を持ちテーマを定めて検討することになった。 

    なお、合同クラブ企画については、自由参加なので各期ＨＰでＰＲすることの了 

解が正式に得られた。                                            以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●伊奈連協への公開質問状に対してなんら回答もないのでＰＤＦにしてＨＰに掲載したこ

とでインターネットに載り、伊奈連協の会長が見て伊奈ネットクラブへ苦情が持ち込まれ 

て、伊奈ネットクラブにおご迷惑をおかけしたことから詫び状を入れました。 

 

平成２５年５月１７日 

 

  伊奈いきがいネットクラブ 

          理事長 鈴木 進 様 

 

                     専科一期校友会ＨＰ委員 

                             岡村 昭則 

 

 まずは、専科一期ＨＰ及び専科統合サイトに「彩の国いきがい大学伊奈学園校友会連絡

協議会」への公開質問状及び組織改革案を掲載したことで、伊奈いきがいネットクラブに

多大なご迷惑をお掛けしましたことを心よりお詫び申し上げます。二度とこのようなご迷

惑を掛けないことをお誓い申し上げます。 

 さて、皆様もご存知のように専科コースは、卒業後、半分以上の人が二年制コースに進

学し、その方々が卒業されると専科校友会を退会する人も多く、専科校友会の会員数も大

幅に減少するという特殊要因があります。 

 そのことを伊奈学園校友会連絡協議会は配慮することもなく、２６年度より連絡協議会

活動の中核をなす企画部と広報部の事業担当を専科校友会に割り振りをし、今年２月に初

めて開催した県連協の「芸能祭」を伊奈学園校友会連絡協議会が担当する場合、その事業

担当を専科３期に割り振りしてきました。 

 専科各期校友会は役員のなり手もままならない中で自分達の校友会をどう維持するか四

苦八苦しているのに、校友会連絡協議会活動の中核をなす事業担当などは対応できないと

専科校友会出身の役員の多くは不満と不安を募らせていました。専科一期校友会出身の役

員は、組織改革等について提案してきましたが、ダブル校友会会員の会費が解決したのみ

で肝心の組織改革は遅々として検討も進まずすべて先送りになってしまいました。 

 このような状況を何とか打破しないことには専科校友会は守れないと考え、専科一期校

友会をデザインした私の持論である「専科校友会を１０年間は続ける」ためにも、自分意

見を発表することにして、個人的に公開質問状及び組織改革案に資料を添付して、校友会

連絡協議会会長あてに二回ほど手紙を送付しました。いずれも手紙が届き読んでいただい

た時点での現状説明を期待していましたが、何の返事もありませんでした。そこで伊奈い

きがいネットクラブに迷惑を及ぼすことは百も承知の上でＨＰに掲載させていただきまし

た。ご迷惑を掛けたことが契機かどうかわかりませんが、２５年度校友会連絡協議会総会

での会長挨拶も専科二期、三期が退会したこともあって専科には冷たい視線だったとお聞

きしました。専科各期校友会は連絡会を設置しましたので、合同事業として何が出来るの

か検討し取組むことになりました。繰り返しますが、二度と伊奈いきがいネットクラブに

ご迷惑を掛けないことをお誓い申し上げます。 

 



●平成２６年度専科１期校友会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●第２回専科校友会ＨＰ連絡会開催（Ｈ26.5.16） 

第２回専科校友会及びＨＰ連絡会 

 二年制伊奈学園の中に一年生専科コースが創設され、専科を卒業されると二年制に進学

される方が半数以上いることから専科校友会として会員の減少、伊奈連協の役割分担の負

担等様々な問題が起きています。現実に専科１期から３期まで校友会を維持するために伊

奈連協を退会しています。 

専科１期校友会は卒業後から専科校友会ホームページや合同事業について検討してきま

した。専科校友会連絡会事務局を専科一期校友会・岡村広報部長兼ＨＰ維持管理人が引き

受け、昨年、正式に専科各期校友会の連絡会を立ち上げて専科校友会に関わる問題を検討

しています。今年は５月１６日に第２回専科校友会及びＨＰ連絡会を１期から５期校友会

会長及び関係者の出席いただき開催しました。 

１、専科校友会連絡会事務局（一期校友会・岡村広報部長兼ＨＰ維持管理人）の司会挨拶 

 ・各期とも校友会役員は毎年変わるので、専科校友会ＨＰ・専科合同事業・専科校友会 

連絡会等のまとめをした岡村が万年役員をしていることから、それぞれの経過を新し 

く卒業された期や専科各期の新役員に説明していく役割を担当している。 

 ・専科各期共通の課題は２年制入学者が卒業されると専科校友会会員の激変があること 

から、専科各期校友会の活動を維持するために専科合同事業が始まった。専科校友会 

連絡会は専科各期校友会役員の情報交換の場あるので、ここで協力できることは校友 

会活動の中に活かし１年でも長く校友会活動を続けられれば思っている。これらをベ 

ースに会議を進めたい。 

 ・１期から５期までの校友会会長の挨拶と校友会紹介を行う。 

専科各期出席役員の自己紹介（１５名）を順次に行う。 

    １期＝蔦川会長、塙企画部長、伊藤ＨＰ委員長、岡村広報部長 

   ２期＝双田会長兼ＨＰ委員長 

   ３期＝山口会長、熊谷広報部長、沖原企画部長、関総務部長 

   ４期＝太田会長、沼田広報部長 

   ５期＝小杉会長、平山企画部長、小松崎広報部長、三井ＨＰ委員長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、第２回連絡会で決まったこと。 

 ●情報交換の場として連絡会を今後も続けることを確認した。 

 ●合同事業は各期校友会の規模や会費も違うことから各期校友会会費を使っての合同事 

業は無理なので、参加者実費徴収型の事業で各期とも協力することを確認した。 

 ●参加者実費徴収型合同事業案内は各期ＨＰに掲載し会員に呼びかけることを確認した。 

                          （H25.5.16記録：専科一期校友会・岡村） 



●平成２７年度専科１期校友会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●第２回専科校友会ＨＰ連絡会開催 

第３回専科校友会及びＨＰ連絡会 

                  （H27.5.15）                     

５月１５日に専科１期、２期、３期、６期校友会会長及びＨＰ委員長のご出席をいただ

き、第３回専科校友会及びＨＰ連絡会を開催した。残念ながら４期は２年制に進学された

方の退会が続き、これ以上の退会者を出さないために校友会事業に専念するので専科校友

会合同事業には参加しないと連絡してきた。５期は出席する連絡があったが、忘れてしま

い今日は不参加となった。 

１、出席者の自己紹介の後、式次第に従って６期校友会関係者や３期校友会新役員につい

て、別紙「専科校友会ＨＰ開設経過」を下に説明していく。 

●専科１期校友会～３期校友会は、伊奈ネットクラブの方針としていた専科コースＨＰ 

のマンション形式を実現するために、３年にわたって検討し、H24.10.5に専科校友会Ｈ 

Ｐを開設した。メリットはＨＰ使用料が 15000円から 6000円になったこと。 

●その検討課程の中で、専科コースから２年制への進学者が卒業したら校友会会員減少 

という問題があり、校友会の運営に支障をきたすことから、合同事業についても検討し 

てきました。その成果として専科合同ハイキングクラブ、専科合同グラウンドゴルフク 

ラブ等が誕生すると共に、過去には校友会の話し合いで経費を出し合って音楽会等を開 

催することもあった。現在も１期校友会が実施している学習会などは専科合同として各 

期に呼びかけて少人数であるが参加してもらっている。専科合同グラウンドゴルフ及び

ハイキングは１期から６期まで参加している。 

●この専科校友会ＨＰの立上げ経過と専科合同事業のなれそめの２点について後輩の各 

期校友会の役員に伝えて理解していただこうということから、専科校友会ＨＰ連絡会を 

開催することにした。４期生が卒業したのを機に第一回校友会及びＨＰ連絡会を開催し、 

そこで上記の２点について説明したところ、合同事業については、各期校友会の形態も 

違うので参加者実費徴収型事業（個人参加）にはお互いに協力し合うことで話がまとま 

った。新たに校友会情報交換の場としての役割を加えて年一度開催することも決まった。 

これらのことについて、毎年、確認して連絡会を終えている。 

●今日は６期校友会関係者及び３期校友会新役員の出席をいただいたので連絡会の開催 

趣旨の３点について説明し、ご理解をいただけたので開催の目的は達したと言える。 

２、第３回連絡会で決まったこと。 

 ●情報交換の場として連絡会を今後も続けることを確認した。 

 ●合同事業は各期校友会の規模や会費も違うことから各期校友会会費を使っての合同事 

業は無理なので、参加者実費徴収型の事業で各期とも協力することを確認した。 

 ●参加者実費徴収型合同事業案内は各期ＨＰに掲載し会員に呼びかけることを確認した。 

３、そのたの話題 

●２７年度から伊奈学園も制度改正に伴い、二年制と専科コースが廃止され、新たに一 

年制専攻課程（火・水曜日コース）設置されました。専科１期から６期までは二年制伊 

奈学園の中の一年制専科コースであったことから、専科を卒業されると二年制に進学者 

が半数以上いることから、進学者が卒業されると２年制校友会に軸足を置く人が多く、 

専科各期校友会は会員が減少し校友会活動をどう維持していくか四苦八苦している状況 

がある｡(１期当初 116名➡６年後は 58名と 50％減､２期当初 113名➡５年後 52名 54％ 

減、３期当初 97名➡４年後 64名 35％減、４期当初 113名➡３年後 75名 34％減） 

 また、校友会役員はほとんど順番制で役員が回ってくるが、順番が来ると退会する人 

も多く見上けられ、会員減少の大きな要因となっている。 

●専科各期共通の課題は２年制入学者が卒業されると専科校友会会員の激変があること 



から専科校友会連絡会を専科各期校友会役員の情報交換の場として、ここで協力でき 

ることは校友会活動の中に活かし１年でも長く校友会活動を続けられればと思って 

いる。専科１期は東京オリンピックを合言葉にそこまで続けたいと思っていることや、 

２年制校友会も１０年を区切りにして解散を目論んでいることを披瀝する。 

●ホームページについては、伊奈学園及び校友会ＨＰは会員への情報伝達の一手段と 

して立ち上げているのであろうが 

① 校友会ＨＰを立ち上げている理由がはっきりしていない。在校生の時もそれを明確

に言われた覚えもないし、ＨＰ講習会の時もしかり。 

② 在校生の時はＨＰ委員もすぐに会って話をすることができたが、卒業してしまうと

ばらばらになるのでＨＰ委員もまとまりにくい。 

③ ＨＰ委員のなり手がいないことや、アップは自分が最後まで引き受けざるを得ない

状況になっている。 

④ 専科１期から３期は専科校友会ＨＰ立上げに向けて真剣に良いＨＰを目指して頭

を使ったが、年が経つにつれてマンネリ化したことは否めない。 

⑤ ＨＰにアップしたものがどれだけの会員に読まれているのか疑問に思えてならな

い。また、一方通行のＨＰよりも双方通行のブログ、フェイスブックが面白いと思

っている。 

⑥ 伊奈学園及び校友会の情報伝達のメインはＨＰなので立ち上げ運用してからも進

化させるようなフォローが必要ではないか。 

※専科１期は➄のＨＰにアップしたものが、パソコンを開いて「専科校友会１期ＨＰ

を開いて、どれだけの会員に読まれているのか疑問に思えるので、各個人にメール

を送れば否応なしに開くだろうから、メーリングリストを利用して毎月ＨＰ掲載情

報を発行して読んでもらうように工夫している。 

また、パソコンのない人には、ＨＰ掲載情報をベースに原稿を作り、年２回専科１

期校友会だよりを発行している。というのは同じ会費をもらっているのだから、その

人たちにも出来る限り情報をお届けすることが基本なので紙ベースによる「だより」

の発行が始まった。 

⑦ 会員と校友会を結ぶということでＨＰがあるにせよ、直接メールで結ぶことも大切

で伊奈いきいきネットクラブのメーリングリスト利用することも大事。 

⑧  伊奈学園及び校友会はＨＰを情報伝達のメインとしていることから、紙ベースの 

「校友会だより」の発行が極端に少ない。県民活動センター１階の談話コーナーに 

各いきがい大学の「校友会だより」のファイル等がある。伊奈学園以外は各連協の 

だよりや各期校友会だよりがボリュームたっぷりで活動状況を誰でも知ることがで 

きるが、それに引き換え、伊奈学園関係の貧弱さには驚く。 

⑨ いずれにしても加齢するに従って原稿を書くことが辛くなってきており、ＨＰ掲載

原稿も少なくなっていることは否めない。 

４、今日の出席者８名 

    １期＝伊藤会長兼ＨＰ委員長、岡村広報部長 

   ２期＝双田会長兼ＨＰ委員長 

   ３期＝柳会長、竹内広報部長、森ＨＰ委員長 

   ６期＝花形会長、加藤ＨＰ委員長 

         （記録：専科校友会連絡会事務局専科一期校友会ＨＰ維持管理人 岡村） 

 

 

 

 

２年制と専科コースが廃止されたことに伴い、専科コース最後の六期校友

会会長とＨＰ委員長に専科校友会ＨＰ開設経過等を説明しご理解をいただ

いたので、専科校友会ＨＰ連絡会は今回を最後とし、専科校友会連絡会は

必要に応じ開催するものとする。 



専科校友会ＨＰ開設経過 

●専科校友会ＨＰについては、私達が専科一期に入学しＨＰ委員に選ばれ、８月の講習会

に参加した時に、伊奈いきがいネットクラブの鈴木進さんより、専科校友会ＨＰは、二年

制ＨＰとは違うマンション形式のＨＰで進めるとの指針が示された。鈴木さんのサポート

を得ながら卒業後の１年目は自治会ＨＰを校友会ＨＰに切り替えるにあたって、レイアウ

トとボタンの精査を行い、現在の校友会ＨＰに切替えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専科校友会の名称は２年制ＨＰと区別するための名称にすぎない。 

●次に伊奈ネットクラブ鈴木進さんの示された、マンション形式の専科校友会という一つ

のボタンを設置して、そこをクリックすると専科各期ＨＰへつながるボタンのある専科校

友会ＨＰに取組んだ。専科２期生が卒業したことから２期生ＨＰ委員に加わっていただき、

本格的に専科校友会ＨＰにどんな内容を掲載するか、トップページのデザイン、ボタンの

設置等を１年間かけて検討した。それから専科３期生も卒業したので３期ＨＰにも加わっ

ていただき、２年間の検討した結果として現在の専科校友会ＨＰを開設するに至った。 

現在は 2期ＨＰ委員長の双田さんが維持管理をして、岡村が原稿収集のサポートをしてい

る。 

●専科校友会ＨＰ開設のメリットは、 

①専科各期ＨＰ使用料が 15000円から 6000円になったこと。卒業時２年制の場合は 15000

円ですが、専科コースは卒業時から 6000円で済むということ。 

②代わり手のいないＨＰ委員の負担を減らすという観点から伊奈連協、県連協、いきいき

埼玉の行事は専科校友会ＨＰに掲載して各期は省略しようと考えて設計していること。 

③1期～3期のＨＰ委員が検討する中で、専科コースは 2年制に進学する人もいるので、そ

の方たちが卒業すると専科校友会会員は減少せざるを得ないので、合同開催できる事業は

スケールメリットを狙ったらどうかという話が出て、1期と 2期で合同音楽会や講演会を

実施し、合同ハイキングとグラウンドゴルフクラブができた。ここで専科合同事業が始ま

った。また、クラブに余裕があれば期を超えて（二期墨彩クラブに一期生が参加、一期の

俳句やパソコンクラブに２１期生が参加）参加可能としたことです。 

④お互いに助け合うということで専科校友会ＨＰ開設の時に、年一回専科各期校友会ＨＰ

委員長とアクセス者の会合を開くことの取り決めをして、24、25、26年度と実施してきま

した。ここではＨＰでお互いにわからないことはサポートすることにしている。 

⑤専科合同事業の案内は、各期ＨＰに掲載して参加を呼び掛けている。 

2 年制 

一軒屋 

 

 ＨＰ使用料 

１５,０００円 

専科校友会マンション 

専科１期 

専科２期 

専科３期 

専科４期 

専科５期 

専科６期 

ＨＰ使用料６,０００円 

別紙 



●平成２８年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２９年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成３０年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成３１年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●令和２年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●伊奈ネットクラブＨＰの切り替え講習会＝県民活動センター 岡村参加 

 令和２年３月末日で「いきがい大学伊奈学園の閉校に伴い、伊奈ネットクラブも解散に 

追い込まれましたので、伊奈ネットクラブサーバーからレンタルサーバー「さくらさー 

ばー」へ移行するための講習会を 2021.5.6より伊奈ネットクラブが開催されしました。 

第１回 5/6、第２回 6/3 、第３回 7/1、第 4 回 8/5、第 5回 9/2、第 6回 10/7、 第７回 

 11/4 、第８回 12/2 、第９回 1/20、第１０回 2/17で終了しました。 

校友会や個人ＨＰを切り替えのための講習会を実施していますが、順調に切り替えでき 

ない部分もあるため、Ｒ４.３月まで伊奈ネットクラブのサーバーは開いています。伊奈 

ネットクラブ３月末解散。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎ 会員登録情報 

    会員 ID        ：  fhz96667 

    ご契約者名    ：  岡村 昭則 様 

    電子メール    ：  haikubaka59@yahoo.co.jp 

  ◎ サービス情報 

    サービス名    ：   

    サービスコード ：  113300893241 

    お申込日      ：  2021/05/06 

  ※以下の会員メニューよりお申込み状況が確認いただけます。 

    https://secure.sakura.ad.jp/menu/  

    会員 ID とパスワードをご入力の上、ご利用ください。 

 

《 ご契約者の情報 》 

    会員 ID          ： fhz96667 

    ご契約者名      ： 岡村 昭則 様 

    電子メール      ： haikubaka59@yahoo.co.jp 

《 ご契約サービスの情報 》 

    サービス名      ： さくらのレンタルサーバ ライト 

    サービスコード  ： 113300893241 

    お申込み日      ： 2021 年 05 月 06 日 

    お試し期間      ： 2021 年 05 月 20 日まで 

    初期ドメイン    ： haikubaka59.sakura.ne.jp 

    ホームページ    ： http://haikubaka59.sakura.ne.jp  

《 契約サービスの接続情報 》 

    FTP サーバ名    ： haikubaka59.sakura.ne.jp 

    FTP アカウント  ： haikubaka59 

    FTP 初期フォルダ ： www 

    サーバパスワード： YE5j3a.N888t 

    POP3(受信)サーバ： haikubaka59.sakura.ne.jp 

    SMTP(送信)サーバ： haikubaka59.sakura.ne.jp 

《 サーバコントロールパネル ログイン情報 》 

    サーバコントロールパネルではメールアドレスの作成やドメイン設定等 

    を行っていただけます。 

    URL            ： https://secure.sakura.ad.jp/rs/cp/  

    ドメイン名      ： haikubaka59.sakura.ne.jp 

    サーバパスワード： YE5j3a.N888t 

《 マニュアル 》 

    ご不明な点がありましたら『マニュアル』をご覧ください。 

    初めてサービスをご利用いただく場合は『スタートアップ』や 

    『まりなの超初心者講座』をご活用くだ 

mailto:haikubaka59@yahoo.co.jp
https://secure.sakura.ad.jp/menu/
mailto:haikubaka59@yahoo.co.jp
http://haikubaka59.sakura.ne.jp/
https://secure.sakura.ad.jp/rs/cp/


●さくらサーバに移行し、新たに作成した専科一期の会ＨＰ 

http://haikubaka59.sakura.ne.jp/1kikouyukai_1.htm 
専科一期の会 (sakura.ne.jp) 
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